
 　

 

  

 

 

 

  

　　　　　　　　　※全日基は今回の発動規模を約５９億円と想定

   全日基は、７月２０日（木）平成２９年度第３回理事会を開催し、第１四半期の価

格差補てんの状況と見通しについて審議し、「１，７００円」の補てん発動を決定し

た。

（状況等）

①　とうもろこしの輸入価格（通関価格）は、Ｈ28年末から翌年1月まで円安及びシ

　　カゴ相場の上昇等の影響により大幅に上昇。それ以降は為替変動の影響等により

　　僅かに上げ下げを繰り返す展開。

②　 為替レートは、Ｈ28年末から円安（H29年1月は平均116円台）が進行した

　　が、2月以降は円高基調で比較的安定的に推移。（直近112円前後）

③ 　海上運賃は、原油価格の上昇及び船舶需要の高まり等から上昇傾向で推移。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（直近38㌦台）

  ・一般社団法人 全日本畜産経営者協会（全日畜）

  ・協同組合 日本飼料工業会（工業会）

・一般社団法人 全日本配合飼料価格畜産安定基金（全日基）

・一般社団法人 都道府県配合飼料価格安定基金協会（〇〇県基金協会）

（文中での団体の略称標記について）

全日畜「速報」

配合飼料価格安定制度

平成２９年度第１四半期（４～６月）の補てん
「１，７００円」 の発動を決定
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